
日によって気温差が厳しく、体調管理が難しいですね。 

流行はしていませんが、インフルエンザに罹患するお子さんが出ています。 

師走のあわただしい時期ですが、病気やけがに注意して元気に新年を迎えましょう。 
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やけどに注意しましょう！ 

 冬場は、熱湯やストーブなど子どもたちのやけどを引き起こす原因が増えます。やけどはちょっとし

たすきに起きてしまいます。対策を取りながら注意していきましょう。 

＊ストーブや温風ヒーターなどはガードしましょう。 

＊炊飯器や電気ポット、スチーム式の加湿器等蒸気がでる家電でのやけどが増えています。 

加熱する電化製品は、手の届かない場所に置きましょう。 

＊使い捨てカイロ、ホットカーペット等に長時間触れることによる低温やけどにも注意しましょう。 

＜やけどをしてしまったら＞ 

＊流水ですぐに冷やしましょう。衣服を着ているときは、服の上から水をかけましょう。 

＊やけどの範囲が広い場合や水ぶくれが出来た場合は、受診をしましょう。 

＜やけどのときにしてはいけないこと＞ 

＊水ぶくれや皮をむかないようにしましょう。 

＊手当が難しくなることもあるので、病院に行く前に軟膏は塗らない方が 

いいでしょう。 

＊皮膚にくっついてしまった衣服は、無理にはがさないようにしましょう。 

  

 


